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安全が確認できるまでは、汚染された疑いのある水や食物の摂取は避け
ましょう。
行政機関の指示などに従い、医師の診断を受けましょう。
身近に感染した可能性のある人がいる際には、その人が使用した家庭用
品などに触れないようにし、頻繁に石けんで手を洗いましょう。感染し
た可能性のある人も自らマスクをすることが大切です。
米国で発生した炭そ菌事件のように不審な郵便物が送られてきた場合に
は、郵便物を振ったり、匂いをかいだり、中身を開けたりせずに可能で
あればビニール袋で包み、すぐに警察などに通報しましょう。もし開け
てしまって不審物質がこぼれ出たような場合には、掃除をするべきでは
ありません。不審物質を直ちに何かで覆い、その部屋を離れて汚染され
た衣服をできるだけ早く脱ぎ、手を水と石けんで洗い流してすぐに警察
などに通報しましょう。

①特徴

iii.核物質が用いられた場合

核兵器を用いた攻撃による被害については、当初は主に核爆発に伴う熱
線、爆風などによる物質の燃焼、建物の破壊、放射能汚染などの被害が
生じ、その後は放射性降下物（放射能をもった灰）が拡散、降下するこ
とにより放射線障害などの被害が生じます。
一方、放射性物質を散布することにより放
射能汚染を引き起こすことを意図した爆弾
（ダーティボム）の爆発による被害は、核
爆発ほど大きな被害は生じませんが、爆薬
による被害と放射能による被害をもたらします。
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